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御殿場 Rotary Weekly Report
ローロータリーリークイズロータリークイズ
★今週のロータリークイズ

　３月は何の月間でしょうか？

★先週のロータリークイズの答え

　「ロータリーの友」は１冊210円（税込）

　です。

NO.33

会長挨拶　土屋闊正

3 1
2007

※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

62名 59名 53名 89.83％ 100.00％
●欠席者（６名）
　秋田　敬君・橋本喜市君・林　　準君・石川又英君
　神谷高義君・大森清治君

２月22日の出席報告

★次回３月８日（1982回）の例会★

12:30点鐘 東山荘第34普通科連隊
歴史と現況

vol.32今　週　の

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／新潟～静岡間　ガスパイプライン

帝国石油㈱ 川井田久志氏

●会 員 慶 事
★会員誕生日
　３月５日  勝間田太住君
　３月６日  石田　恩君
★夫人誕生日
　３月３日　水口正宏君 夫人 伸子様
★結婚記念日
　３月２日　嶋田泉太郎君・正江様 ご夫妻
　３月４日　山内強嗣君・香世子様 ご夫妻

２月８日のメーキャップ

　会員　秋田悦夫様のご尊父　信嘉様が、２月19日にご逝去されました。謹んでお悔やみ申

し上げますとともにご冥福をお祈り申し上げます。

　今月２月18日は、1930年に冥王星が発見された日です。

　実は原子力と関わりの深いウランは、天王星（ウラナス）、プルトニウムは冥王星（プルトー）

にちなんで名づけられました。

　プルトニウムはウランと同様、原子力発電の燃料に使える物質で、日本でもウランと混ぜて今の原子力発

電所で使うプルサーマル計画を進めています。

　使用済み燃料を再処理して取り出したプルトニウム（ウラン混合）とウランを混ぜて加工したものを「ＭＯ

Ｘ燃料」といいます。そしてこのＭＯＸ燃料を原子力発電所（軽水炉）で使うことを「プルサーマル」といい

ます。

　政府は1992年２月、プルサーマルを早急に開始することが必要であるという閣議了承を行いました。電力

会社は1999年から順次プルサーマルを実施し、2000年までに４基、2010年までに累計16～18基の原子力発電

所（軽水炉）でプルサーマルを実施する計画を決定しました。

　冥王星は太陽系の惑星からははずれましたが、プルトニウムは次世代のエネルギー資源として重要な役割

を担っていると思います。

　さて、本日は「過酷な環境下に生きる富士山の植物の生」と題しまして、保坂先生より貴重な卓話を頂き

ます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

１月30日　沼　北　石川又英君

１月31日　長　泉　豊山　篤君

２月２日　裾　野　井上　元君

２月３日　Ｉ　Ｍ　勝間田太住君

２月３日　Ｉ　Ｍ　芹澤正明君

２月３日　Ｉ　Ｍ　土屋義明君

２月３日　Ｉ　Ｍ　橋本喜市君

２月８日　浜松南　水口正宏君

２月10日　地区奉仕委員長会議 

　　　　　　　　　根上眞一君

２月14日　長　泉　渡辺　巌君

２月21日　長　泉　根上陽一君



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/YMCA東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/土屋　闊正

○幹　　　事/勝又　博文

○会報委員長/斉藤　礼志ロータリークラブ
御殿場

幹事報告 Ｎｏ.33　勝又博文君

卓　　話　　　「過酷な環境下に生きる富士山の植物の生」　保坂貞治様

お誕生日おめでとう
左：山口幸男君 右：稲葉博之君（古希を迎えました）

　300年前の富士山東麓は、標高

2,500ｍまでシラビソ・コメツガがうっ

そうと茂る原生林でした。宝永４年

12月16日に始まった宝永火山は翌年

の１月１日まで活動し、13億ｔに及

ぶ寄生火山中最大級の噴出物を放出しました。黒雲の

中に走る稲妻、降り注ぐ高熱の礫や砂、大きいものはフッ

トボール位の石が地に落ち、粉々に砕けて燃え上がっ

たといいます。宝永火山の大噴火は、強い西風にのっ

て大量の火山砂礫、火山灰を降下し山野、家を焼き、

押しつぶし、田畑を厚い火山砕屑物で覆い壊滅状態に

しました。砂漠化した火山高原は、夏は地表温度が60℃、

厳寒には－20℃に及び加えて保水力が少なく過酷な生

育環境にあります。夏の熱砂、厳冬の凍土、早春の融

雪雪代、秋の台風に飛び交う小石の嵐、保水力が無く

崩れる砂礫地は、宝永火山より300年、頑に植物の進出

を拒み続けていたのです。しかし、そこには過酷な環

境の中で強かに生きる植物たちの生があったのです。

　火山高原に逞しく生きる先駆植物で最初に生える先

駆植物は、クサボタン・メイゲツソウ・オンタデ・ヤ

マホタルブクロ・フジアザミ・コタヌキランなどです。

これらが寄り添い草原化すると、イダケ・イワオウギ・

ヒメノガリヤスなどが生えてきます。さらに草原化が

進み気温が暖和されると、風や小鳥たちにより運ばれ

た木本植物の種子が発芽、生育しフジイバラ・バッコ

ヤナギ等が生え、さらに進むとダケカンバ・フジザクラ・

カラマツ・イヌコリヤナギが生え森が形成されます。

　火山高原に点在する島状の小山に生える植物には、

メイガツソウ・クサボタンが中心となり、カリヤスモ

ドキ・木本のシモツケの順に占有し、中にヨモギ・ト

ウキなどが生え、縁にフジアザミが生えます。

　生き物の生活の場所でもある環境の汚染は、今日の

社会が抱える重大な問題であり、環境問題を無視して

生き物の繁栄も幸せもあり得ません。会社や企業、行

政で一旦環境問題を引き起こしたらその存続に係わる

大問題に発展する素因を孕んでいるのが環境汚染なの

です。

　地球の生き物が生き続けるために緑色植物は非常に

大切なのです。森は自然の災害を防ぎます。水資源を

守る、山崩れを防ぐ、風の害を防ぐ、霧の害を防ぐ、

吹雪や雪崩の害を防ぐ、水の循環系の維持に植物の蒸

散が重要な役割を果たしている、などで、近年の異常

気象の原因は、森林の伐採、特に熱帯雨林の減少が大

きな要因になっています。

★来信関係
　・静岡県庁「ふじさんネットワーク」事務局より、『富士
　　山南麓の自然観察会等へポイント・ガイドラインの情報
　　提供について』の資料が送付される。
★会報到着
　　１.新富士ロータリークラブ
★訃報
　　クラブ会員　秋田悦夫君の御尊父 信嘉様（81歳）が、
　　２月19日にご逝去されました。
　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。なお、２月21日（水）
　　の葬儀に際し、クラブ内規の規定に従い、香典と生花を
　　お供えいたしました。

★会員慶事
　　稲葉博之君が２月26日に古希を迎えられました。おめで
　　とうございます。
★その他
　　2007～2008 ロータリー年度のテーマ発表される
　　米国カリフォルニア州サンディエゴで、１月21日に行わ
　　れた2007年国際協議会の開会本会議で、ウィルフリッド 
　　Ｊ.ウィルキンソンＲＩ会長エレクトは2007～2008年度
　　のテーマを、「ロータリーは分かちあいの心」と発表した。


